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AACR年次総会における当社基礎研究成果のポスター発表について 
 

当社研究開発部 Jonathan M. Friedman, PhD による研究成果が、2023年4⽉14⽇から19⽇まで⽶国フロ
リダ州オーランドで開催される⽶国癌研究会議（AACR）年次会議においてポスター発表されることとなりま
したので、お知らせします。 

 
表題︓ “Predicting Cancer Patient Treatment Outcomes from Recurrent Somatic 

Mutations: Identifying and Mitigating Some Critical Data Biases” 
（参考訳） 
「体細胞変異をもとにしたがん患者の治療効果予測︓重要なデータバイアスの特
定とその影響の排除」 

セッションカテゴリー︓ Bioinformatics / Computational Biology / Systems Biology / Convergent 
Science 
（バイオインフォマティクス・コンピュータ⽣物学・システム⽣物学・複数のサ
イエンス領域の統合） 

セッションタイトル:  Mathematical Modeling of Tumor Growth and Treatment Response 
（がん成⻑及び治療反応の数学的モデリング） 

開催⽇時: 4⽉16⽇（⽇）13:30〜17:00（現地時間） 
場所︓ セクション31・ポスターボード番号16 
 
今回ポスター発表される研究は、2019年にAACRで発表した内容を発展させたものです。 
頻度の多い体細胞変異（後天的な突然変異）の組合せを統計的⼿法や独⾃の計算⽅法によって処理したパタ

ーンが化学療法や免疫系抗癌剤の臨床効果を反映することを⾒出した前回発表の知⾒が改良されています。 
 
効果の⾒られる確率の低い免疫チェックポイント抗体や、副作⽤が嫌われる化学療法剤にとって、その効果

を事前に予測できることは、新薬を開発するのにも匹敵する価値があります。 
また、こうした⼿法や知⾒の蓄積は、新たな創薬ターゲットの発⾒にもつながります。 

 
本件による当期業績への影響はありませんが、当社の創薬能⼒の基盤である基礎研究領域の広がりと深みを

⽰す成果であり、当社の中⻑期的な企業価値の向上に寄与すると考えています。 
 

以上 


